
稲作の始まりは、昨秋の稲刈り後の田んぼの手入れから。雑草は取り

除き、落ち葉や枯れ枝は土の栄養になるので残しておきます。実際に触

れることで、落ち葉が朽ちてきている様子や土がカチコチに固まってい

る場所があること、小さな生き物がいることなどを知っていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手入れが終わった後は、田んぼに水を張り、土が水分を吸った頃に踏

み鳴らして田起こしをしました。普段遊んでいる砂場と違って、粘土質

の田んぼの土は、泥状になると体にピタッとくっつく感じが独特です。

普段味わえない感触を十分に楽しみました。 

田植えをした後、毎日のように観

察していた５歳児きりん組の子ども

たち。どのくらい大きくなっている

のか確かめたいということで、目印

を付けた支柱を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

長さを測ったり、保育者と一緒に

撮った写真等を使って記録をしたり

しながら、稲が伸びていることを実

感していきました。 

田んぼでは稲が大きくなるだけではなく、藻が増えたり、稲以外の植物が生えて 

きたりすることが分かり、植物が日々生長・変化していることを知りました。 

また、田んぼにやってきた虫や生き物を捕まえたり調べたりしたところ、害を 

及ぼす生き物もいれば、害のない生き物もいることも知りました。今年大量発生 

したのは、ハナアブの幼虫。フシギな形状をしている幼虫で「気持ち悪い」と言う 

子もいれば「かわいい」と言う子もいました。調べたところ、ハナアブは成虫に 

なると、植物の受粉を助ける役割をするとのこと。いろいろな生き物が自然界の 

中で生きていることを知り、自然界の仕組みを学ぶきっかけとなりました。 

    

 

  

『昌平キッズ』ビオトープだより NO．２３２  

～とうきょう すくわくプログラム特集号～ 

 

「とうきょう すくわくプログラム」は、すべての乳幼児の「伸びる・育つ（すくすく）」と

「好奇心・探究心（わくわく）」を応援する幼稚園・保育園共通のプログラムです。園の環境や

強みを活かしながら、各園が選択するテーマに沿って、乳幼児の興味・関心に応じた探究活動

を実践する幼稚園・保育所等を支援する東京都の事業です。本園では、園庭の自然に触れて体

験する遊びや活動を通して子どもたちの経験がより豊かなものとなるよう、本事業のサポート

を受けています。 

その取組については、ビオトープだより「どろんこだいすき」の中で紹介してきているとこ

ろですが、一年を振り返って本園の取組をあらためてご紹介します。 

 

 

昌平幼稚園の特色ある教育活動の一つである「稲作」。稲を育てる 

過程で子どもたちは様々なことを体験し、感じ、学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ３ 月 

千代田区立昌平幼稚園 

 園長  浅岡  寿郎 

稲作 



農家の方や専門家の方のお話を 

聞く機会も設けました。 

農家の方から籾殻や米ぬかが様々 

に活用できることを知り、収穫後に 

溜めていた５歳児きりん組。 

３学期になり、米ぬかをどのよう 

に使うかをクラスのみんなで相談し、「園のために使うのがよい」

「畑の肥料として使ってもらおう」ということになりました。自分

たちは修了して１年生になるので、４歳児うさぎ組に米ぬかをプレ

ゼント。米ぬかの使い方を考える中で、植物が自然の中で循環して

いることを学んだ子どもたちでした。 

稲作を経て、稲に害を及ぼす虫や生き物

がいることを実感した５歳児きりん組。稲

を守るために、「怖い動物の案山子を作ろ

う」ということになり、「怖い顔をした熊」

を作りました。怖くするための表情や手の

動き、爪の形まで、全て子どもたちの思い

が込められた手作りの案山子です。名前も

みんなで考えました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

ビオトープとは、生き物が暮らすための環境を再現・保全する空間のことです。都市化で失われた自

然を取り戻し、生態系を守る役割もあるとされています。昌平幼稚園の園庭の一角にもビオトープがあ

り、子どもたちは池の生き物を観察したり植物に触れたりしながら遊んでいます。 

継続的に身近な自然とのつながりをもつ中で、アジサイの色が場所により 

異なること、メダカが生活する様子が季節によって変わってくること、よく 

くる虫（トンボやチョウなど）もいれば園庭では見かけない虫（バッタ）も 

いること、去年に比べて今年はドングリがいっぱい落ちたことなど、様々な 

ことに気付いたり疑問をもったりしている昌平幼稚園の子どもたちです。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度以降、ビオトープの理念でもある「地域の生物多様性を高める」ということを念頭に置きつつ、

子どもたちの体験がより豊かなものとなるよう、在来種の植物を増やすなどして生き物を呼び込むよう

な環境を更に工夫していく予定です。 

 

引き続き、子どもたちが園庭の自然に触れて遊ぶことを喜び、その中

で対象物への興味・関心を高め、各々の探究活動を楽しめるよう、   

支えていきたいと思います。 

発見がいっぱいのビオトープ 

こわくま 

くまごろう    
です。 

昌平の田んぼ

を守ります！ 


